
東
京
湾
に
面
し
た
三
浦
半
島
の
東
側
は

複
雑
な
地
形
を
見
せ
る
。

走
水
か
ら
田
浦
に
か
け
て
の
海
岸

幕
末
か
ら
現
代
ま
で
軍
港
を
中
心
に

発
展
し
て
き
た
坂
の
多
い
街
並
み

古
代
か
ら
の
歴
史
と
ア
ー
ト
の
観
音
崎

そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
息
吹
を

直
接
感
じ
さ
せ
る
ベ
ー
ス（
基
地
）前
の

繁
華
街
ど
ぶ
板
通
り
。

湘
南
エ
リ
ア
に
あ
っ
て

独
特
の
存
在
感
を
放
つ

横
須
賀
の
町
を
歩
い
て
み
た
。

ネ
イ
ビ
ー
ブ
ル
ー
が

似
合
う
町

横
須
賀
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船
の
エ
ン
ジ
ン
音
が
響
く

風
光
明
媚
な
観
音
崎
を
訪
ね
て

　

三
浦
半
島
の
東
端
に
位
置
す
る
観
音
崎
は
緑

豊
か
で
風ふ

う

光こ
う

明め
い

媚び

な
土
地
だ
︒
目
の
前
に
東
京

湾
︵
浦
賀
水
道
︶
を
臨
み
︑﹁
絶
景
美
術
館
﹂
と

し
て
知
ら
れ
る
横
須
賀
美
術
館
を
ま
ず
訪
ね
た
︒

　

設
計
は
︑
今
年
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞
し
た

建
築
家
︑
山
本
理り

顕け
ん

氏
︒
ガ
ラ
ス
と
鉄
板
の
二

重
構
造
に
覆
わ
れ
た
建
物
が
︑
背
景
の
森
と
芝

生
の
間
に
あ
っ
て
︑
緑
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

ま
ぶ
し
い
︒
横
須
賀
市
制
１
０
０
周
年
を
記
念

し
て
２
０
０
７
年
に
開
館
後
︑
年
6
回
催
す
多

彩
な
企
画
展
で
フ
ァ
ン
が
多
い
美
術
館
だ
︒
無

料
で
入
れ
る
エ
リ
ア
も
広
く
︑
特
に
﹁
屋
上
広

場
﹂
か
ら
の
海
の
眺
め
は
素
晴
ら
し
い
︒

　

こ
の
美
術
館
も
含
め
た
一
帯
は
神
奈
川
県
立

観
音
崎
公
園
に
な
っ
て
い
る
︒
時
間
が
許
せ
ば

足
を
伸
ば
し
た
い
の
が
公
園
の
シ
ン
ボ
ル
︑
観

音
埼
灯
台
だ
︒
渚
か
ら
照
葉
樹
林
に
覆
わ
れ
た

急
坂
を
登
れ
ば
︑
ほ
ど
な
く
灯
台
に
行
き
着
く
︒

フ
ラ
ン
ス
人
技
師
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
の
設
計
で
︑
日

本
初
の
洋
式
灯
台
と
し
て
１
８
６
９
年
に
初
点

灯
︒
そ
の
後
︑
2
度
の
地
震
で
被
災
し
︑
現
在

の
灯
台
は
１
９
２
５
年
に
再
建
さ
れ
た
3
代
目

だ
︒
１
日
約
５
０
０
隻
が
航
行
す
る
と
い
う
東

京
湾
の
入
り
口
に
あ
っ
て
︑
海
上
交
通
の
安
全

を
保
つ
重
要
な
施
設
で
あ
る
︒
こ
の
観
音
埼
灯

台
は
全
国
で
16
カ
所
あ
る
と
い
う
﹁
登
る
こ
と

が
で
き
る
﹂
灯
台
の
一
つ
で
︑
海
面
か
ら
56
ｍ

の
レ
ン
ズ
の
直
下
で
︑
海
風
を
浴
び
な
が
ら
行

き
交
う
船
が
見
ら
れ
る
絶
景
ポ
イ
ン
ト
だ
︒　

　

灯
台
か
ら
少
し
山
中
に
入
る
と
︑
半
円
形
の

窪
み
が
い
く
つ
も
並
ぶ
古
代
遺
跡
の
よ
う
な
空

間
が
現
れ
る
︒
日
本
初
の
近
代
砲
台
と
い
う
観

音
崎
第
二
砲
台
跡
だ
︒
明
治
初
期
か
ら
大
正
時

代
ま
で
は
こ
こ
に
大
砲
を
置
き
︑
東
京
湾
の
入

り
口
を
守
っ
て
い
た
の
だ
︒

美
術
館
の
先
に
は

浦
賀
水
道
を
守
る
灯
台

美術館のエントランスホール。
天井や壁に開けた丸穴の窓が特
徴の建物で、開口部から海や艦
船、空や緑が見える。

横須賀美術館の建物前
面に広がる「海の広場」
は、野外上映会などの
イベントで使われる。

観音埼灯台からは東京湾を一望。
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横
須
賀
美
術
館
か
ら
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
を

歩
い
て
走は

し
り

水み
ず

の
入
江
に
出
る
︒昔
な
が
ら
の

漁
村
風
景
の
な
か
に
走
水
神
社
が
あ
る
︒本

殿
ま
で
の
急
な
階
段
を
上
る
︒振
り
返
る
と

鳥
居
の
先
の
浦
賀
水
道
を
貨
物
船
が
横
切
っ

て
い
く
︒

　

境
内
に
は
船
の
舵か

じ

や
﹁
露
国
﹂
の
機
雷
が

奉
納
さ
れ
︑
少
し
も
の
も
の
し
い
雰
囲
気
だ
︒

﹁
古
事
記
﹂
に
よ
る
と
︑
日や

ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
が
東
征

の
た
め
房
総
に
渡
る
際
に
荒
れ
た
海
を
鎮し

ず

め

よ
う
と
︑
妃
の
弟お

と
た
ち
ば
な
ひ
め
の
み
こ
と

橘
媛
命
が
走
水
の
海
に
入

水
し
た
︒
そ
の
故
事
が
走
水
神
社
の
由
来
と

い
う
︒
社
務
所
に
は
︑
建
立
さ
れ
て
い
る
弟

橘
媛
命
の
歌
碑
に
︑
東
郷
平
八
郎
や
乃
木
希ま

れ

典す
け

が
参
列
す
る
写
真
も
飾
ら
れ
て
い
た
︒

　

明
治
以
来
︑
横
須
賀
軍
港
の
入
り
口
に
あ

た
る
走
水
の
守
護
神
と
し
て
︑
船
乗
り
の
信

仰
を
集
め
て
き
た
神
社
な
の
だ
︒

　

境
内
に
は
意
外
な
ほ
ど
冷
た
い
水
が
湧
い

て
い
た
︒
一
帯
は
古
く
か
ら
豊
富
に
水
が
湧

く
と
こ
ろ
で
︑
そ
れ
が
﹁
走
水
﹂
の
地
名
の

由
来
に
な
っ
た
と
い
う
説
や
︑
水
が
走
る
よ

う
に
潮
流
が
急
激
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る

と
い
う
説
も
あ
る
︒
近
代
に
は
海
軍
の
艦
船

に
こ
の
水
が
補
給
さ
れ
て
き
た
︒

　
﹁
本
殿
か
ら
さ
ら
に
上
へ
登
る
と
︑
古
い

祠
が
三
つ
並
ん
で
い
ま
す
︒
そ
こ
が
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気
﹂
と
︑
社
務
所
で
聞

い
た
の
で
お
参
り
し
て
み
た
︒
小
さ
な
鳥
居

を
く
ぐ
る
と
昼
で
も
暗
い
常
緑
樹
林
の
下
に

苔
む
し
た
神
明
・
須
賀
・
諏
訪
の
三
社
が
鎮

座
し
て
い
た
︒
鳥
居
の
前
の
生
い
茂
っ
た

木
々
の
間
か
ら
は
海
が
見
え
︑
船
の
エ
ン
ジ

ン
音
が
響
く
︒
心
地
よ
い
︒
た
ぶ
ん
︑
今
日

は
い
い
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
︒

鳥
居
の
向
こ
う
に
海
が
あ
る

丘
の
上
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

氏子たちが作る身代わり木札のお守り。

境内からは、鳥居の先を貨物船が通
過するのが見える（左）。目の前に海
が広がり、山を背負うように本殿が
立つ走水神社（右）。

横須賀で愛されているご当
地パン「ポテチパン」。1953
年創業の中井パン店で購入。
※9/15まで夏季休業
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横須賀市走水2-1157-2
※京急線馬堀海岸駅付近
　郵便局側より無料送迎あり

神奈川県初のラビスタブランド「ラビスタ観音崎テラス」。8月で開業1周年を迎える。船
が行き交う横須賀ならではの景色を堪能できるロケーションが魅力だ。海を間近に感じ
られる露天風呂のほか、貸し切り温泉風呂、内湯、岩盤浴、サウナなど温泉三昧のぜ
いたくが叶う。オーシャンビューの客室やグランピング棟など好みのスタイルでゆっくりと
滞在できる（1泊2食付き22,000円～）。波音に癒されながら非日常を味わってみては。

抜群の眺望を味わう上質な時間

お食事
夕食は地元の食材をふんだんに使
った、お箸でいただくフレンチフルコ
ース。朝食はラビスタ名物の「いくら
＆シラスかけ放題の海鮮丼」など約
80種類のバイキングで。

ラビスタ観音崎テラス
蘂046-841-2355（9時～18時）

ホームページ



どぶ板通りでは、英語の看板や珍しい店構えを探しながら歩くと楽しい。

「よこすかコレクション」で
人気のスカジャン。

　

１
９
７
６
年
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
山
口
百
恵

の
名
曲
「
横
須
賀
ス
ト
ー
リ
ー
」
に
あ
る
よ

う
に
、
横
須
賀
で
は
山
の
斜
面
に
民
家
が
建

て
ら
れ
、
路
地
の
先
に
軍
港
が
見
え
る
風
景

が
日
常
だ
っ
た
。
そ
の
横
須
賀
の
玄
関
、
Ｊ
Ｒ

横
須
賀
駅
を
降
り
る
と
、
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
公
園
と

名
付
け
ら
れ
た
臨
海
公
園
の
先
に
、
ア
メ
リ

カ
海
軍
の
艦
船
や
黒
々
と
し
た
海
上
自
衛
隊

の
潜
水
艦
が
停
泊
し
て
い
た
。
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
と

は
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍
し
た
フ
ラ

ン
ス
人
技
師
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
レ
オ
ン
ス
・
ヴ
ェ

ル
ニ
ー
（
１
８
３
７
～
１
９
０
８
）
の
こ
と
。

観
音
埼
灯
台
の
建
設
や
、
横
須
賀
製
鉄
所
の

建
設
に
貢
献
し
た
人
物
だ
。

　

公
園
に
は
製
鉄
所
で
使
わ
れ
た
ス
チ
ー
ム
ハ

ン
マ
ー
を
展
示
す
る
記
念
館
や
、
１
８
６
９
年

ご
ろ
の
西
洋
館
の
小
屋
組
み
を
移
築
し
た
テ
ィ

ボ
デ
ィ
エ
（
横
須
賀
製
鉄
所
副
首
長
）
邸
な

ど
が
あ
り
、波
止
場
の
散
歩
道
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
は
、
そ
の
先
に
あ
る
ど
ぶ
板
通
り
を

歩
い
た
。
地
元
で
は
「
ベ
ー
ス
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
在
日
ア
メ
リ
カ
海
軍
横
須
賀
基
地
の
正
門

に
近
い
３
０
０m
ほ
ど
の
路
地
だ
。
こ
こ
は
外

国
人
相
手
の
バ
ー
や
ス
ー
ベ
ニ
ア
シ
ョ
ッ
プ
が

立
ち
並
ぶ
商
店
街
。
戦
前
の
話
だ
が
、
路
地

に
用
水
路
が
流
れ
て
い
て
、
海
軍
工こ

う

廠し
ょ
う

か
ら
鉄

板
を
提
供
し
て
も
ら
っ
て
蓋ふ

た

を
し
た
こ
と
か
ら

「
ど
ぶ
板
」
通
り
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

か
つ
て
は
歩
く
だ
け
で
も
勇
気
が
い
る
通
り

だ
っ
た
が
、
扉
を
開
け
放
し
た
バ
ー
か
ら
カ
ン

ト
リ
ー
や
ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク
が
聞
こ
え
、
鉄
板
で

焼
く
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
や
ス
テ
ィ
ッ
ク
ド
ッ
グ
の
ボ

基
地
の
街
ヨ
コ
ス
カ
で

歴
史
と
文
化
の
交
差
点
を
歩
く

波
止
場
の
散
歩
道

軍
港
の
風
景
を
堪
能

刺
繍
と
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

ア
メ
リ
カ
の
空
気
を
味
わ
う
　

4ミスモリッシュ | 2024年夏号



「大将ミシンししゅう店」
ではオリジナルの刺繍
ワッペンを作れる。

創業時から変わらない味の「レギュラー
ネイビーバーガーコンボ」（ポテトとドリ
ンクのセット）2,360円。

看板のネオンや店内にアメリカンな空気が漂う「ギャレーハニービー」。

リ
ュ
ー
ム
に
驚
か
さ
れ
た
。
そ
ん
な
ア
メ
リ
カ

の
文
化
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
憧
れ
た
若
者
た
ち

が
年
齢
を
刻
み
、
再
び
ど
ぶ
板
通
り
を
訪
れ

る
と
い
う
。
１
９
６
８
年
か
ら
ベ
ー
ス
前
で
営

業
す
る
ア
メ
リ
カ
ン
ダ
イ
ナ
ー
「
ギ
ャ
レ
ー
ハ

ニ
ー
ビ
ー
」
で
、
本
場
ア
メ
リ
カ
仕
込
み
の
ネ

イ
ビ
ー
バ
ー
ガ
ー
に
挑
戦
し
た
。
１
０
０
％

ビ
ー
フ
を
豪
快
に
鉄
板
で
焼
き
、
折
り
畳
ん

だ
レ
タ
ス
と
と
も
に
バ
ン
ズ
に
挟
む
。
そ
れ
か

ら
好
み
に
応
じ
て
ケ
チ
ャ
ッ
プ
や
マ
ス
タ
ー
ド

で
味
付
け
だ
。
14
人
が
並
ん
で
座
れ
る
カ
ウ

ン
タ
ー
席
が
ア
メ
リ
カ
っ
ぽ
い
。
今
も
「
空
母

が
入
港
す
る
と
米
兵
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
」
と

社
員
の
山
本
拓
也
さ
ん
。
長
ら
く
横
須
賀
を

母
港
に
し
て
い
た
空
母
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン

は
こ
の
春
に
帰
国
し
、
今
後
は
空
母
ジ
ョ
ー

ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
に
交
代
す
る
と
い
う
。

　

も
う
一
つ
、
ど
ぶ
板
通
り
で
見
逃
せ
な
い
の

が
派
手
な
刺し

繍し
ゅ
う

を
あ
し
ら
っ
た
ス
カ
ジ
ャ
ン

だ
。ど
ぶ
板
通
り
で
ス
カ
ジ
ャ
ン
を
並
べ
る「
よ

こ
す
か
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
岡
田
隆
史
さ
ん
は

「
生
地
は
サ
テ
ン
と
別
珍
が
あ
り
ま
す
。
一
番

人
気
は
龍
と
鷹
の
刺
繍
で
す
ね
」
と
話
す
。

　

元
々
は
駐
留
ア
メ
リ
カ
軍
の
兵
士
た
ち
が

所
属
部
隊
の
エ
ン
ブ
レ
ム
を
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
刺

繍
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
、
突
き
抜
け
た

オ
リ
エ
ン
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
が
魅
力
に
な
っ
て
い

る
。
そ
ん
な
凝
っ
た
刺
繍
の
ワ
ッ
ペ
ン
を
作
っ

て
く
れ
る
の
が
「
大
将
ミ
シ
ン
し
し
ゅ
う
店
」

の
山
﨑
明
さ
ん
。
父
親
が
基
地
の
中
の
テ
ー

ラ
ー
で
働
い
て
い
て
「
腕
が
良
か
っ
た
か
ら
ア

ド
ミ
ラ
ル
（
大
将
）
っ
て
呼
ば
れ
て
い
た
」
と

話
す
。今
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
で
は
な
く
、

す
べ
て
手
作
業
な
の
が
う
れ
し
い
。

　

19
時
前
に
な
る
と
基
地
か
ら
国
旗
降
納
の

ビ
ュ
ー
グ
ル
（
ラ
ッ
パ
）
が
聞
こ
え
て
く
る
。

や
が
て
ベ
ー
ス
正
門
か
ら
勤
務
を
終
え
た
ア

メ
リ
カ
軍
人
た
ち
が
吐
き
出
さ
れ
て
き
た
。

国
道
16
号
線
沿
い
の
ハ
ニ
ー
ビ
ー
の
ネ
オ
ン

が
く
っ
き
り
と
浮
か
ん
で
く
る
。
ど
ぶ
板
通

り
の
長
い
夜
は
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
。

写真・文／杉﨑行恭　1954 年生まれ。高校時代を横須賀で過ごす。カメラマン、ライターとして旅行雑誌を中心に活動。
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ヒヤリングストア 
成城コルティ店
蘂050-3355-6576 

東京都世田谷区成城6-5-34 
成城コルティ2F
賚10時～19時 
贊第3月曜 ホームページ

成城学園

ファミリー
マート

世田谷区役所
砧総合支所

至新百
合ヶ丘

駅入口

成城学
園前

言語聴覚士や認定補聴器技能者、補聴器装
用者が多数在籍するヒヤリングストア。創
業者も補聴器ユーザーで、補聴器で得た「聞
こえる安心感」を広めたいとの思いから、
誰でも使いやすい小型器種を中心にそろえ
る。最新機器で耳の形状や補聴器の効果な
どを細かく測定。さらに補聴器の使用環境
などを丁寧にカウンセリングし、目的に合
った器種を選んでくれるので安心だ。

「目立たない」小型器種をそろえる

point

・�無料お試しレンタルあり
・�60日間全額返金保証
・�購入後の器種交換可能
・下取り制度あり

経験豊富な認定補聴器技能者が、補聴器に
ついての相談や要望を詳しくヒアリング
し、一人ひとりにあった最適な器種を提案
してくれる。取り扱いメーカーは10社11ブ
ランドと豊富で、さまざまな器種から形状
や性能、価格など、自分の生活スタイルに
合ったものを選べる。購入後の定期的な調
整・点検など充実したアフターサービスで、
快適な「聞こえ」をサポート。

充実のサービスで快適な「聞こえ」をサポート

補聴器専門店スマート
point

・�各メーカー最新型の
試聴器を用意

蘂044-965-0413 

川崎市麻生区百合丘1-19-14 
賚9時30分～18時 
贊第2・4の土・日曜 ※臨時休業
あり 

ホームページ

百合
ヶ丘世田

谷通
り

交番
酒店

百合ヶ丘駅前

川信至町
田

百合ヶ丘保育園

難聴の程度 聞こえ方

軽　度
25～ 39dB

小さな声や騒音下での会話では、
聞き間違いや聞き取りにくいことがある

中等度
40～ 69dB

通常の大きさの会話で
聞き間違いや聞き取りにくいことがある

高　度
70～ 89dB

非常に大きい声や補聴器を用いても
聞き取りにくいことがある

重　度
90dB以上

補聴器を用いても
聞き取れないことが多い

　
加
齢
に
よ
る
聴
力
の
低
下（
加
齢
性
難
聴
）は
、
年
齢

以
外
に
特
別
な
原
因
が
な
く
、
誰
で
も
起
こ
り
う
る
。

　
耳
か
ら
入
っ
た
音
は
、耳
の
中
に
あ
る
セ
ン
サ
ー（
有

毛
細
胞
）が
、
毛（
聴
毛
）を
揺
ら
し
て
電
気
を
起
こ
し
、

脳
に
伝
え
る
。
こ
の
音
を
聞
き
取
る
た
め
に
必
要
な
毛

が
、
加
齢
に
よ
っ
て
減
少
す
る
こ
と
で
、
音
が
伝
わ
り

に
く
く
な
っ
て
い
く
。

　
聴
覚
の
衰
え
は
、一
般
的
に
は
高
音
域
か
ら
始
ま
る
。

40
代
で
は
あ
ま
り
自
覚
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
60
代
に

な
る
と「
軽
度
難
聴
」レ
ベ
ル
ま
で
聴
力
が
低
下
す
る
音

域
が
増
え
て
い
く
。
70
代
に
な
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
音

域
の
聴
力
が「
軽
度
難
聴
」～「
中
等
度
難
聴
」レ
ベ
ル
ま

で
低
下
し
、
75
歳
以
上
で
は
約
半
数
が
難
聴
に
悩
ん
で

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
聞
こ
え
が
悪
く
な
っ
て
き
た
と
感
じ
て
き
た
ら
そ

の
ま
ま
放
置
せ
ず
、
早
め
の
対
処
が
大
切
だ
。
定
期

的
に
聴
力
検
査
を
受
け
、
自
分
の
耳
の「
聞
こ
え
度
」を

チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
。

加齢による聴力の低下は誰にでも起こりうるもの。補聴器は「格好悪い」「うるさい」と敬遠されがちですが、
今は耳の穴に隠れる超小型補聴器もあります。聞き取りにくさを感じてきたら、まずは聴力検査を。

取材協力／小型補聴器専門店ヒヤリングストア

より聞こえる毎日に ～補聴器のすすめ～

ミスモリッシュ編集部　おすすめの補聴器専門店
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税
理
士
法
人 

髙
津
会
計
事
務
所

東
京
都
世
田
谷
区
三
軒
茶
屋
2
‒
　
‒
　

T
E
L 

0
3
‒
3
4
1
2
‒
8
2
2
1

F
A
X 

0
3
‒
3
4
1
2
‒
8
2
2
4

代
表
社
員
・
税
理
士
　
立
花
　
陽
一

どの医療機関も出かける前に必ず電話で確認を取り､
また保険証は忘れずに持参を。

川崎市麻生区 川崎市多摩区
麻生休日急患診療所
tel 044-966-2133

多摩休日夜間急患診療所
tel 044-933-1120

受付時間	　		9:00〜11:30
　　　　　13:00〜16:00
診療科目　内科・小児科　
※夜間は多摩休日夜間急患診
　療所利用

東京都町田市
市内の医療機関にて当番制で診療。詳細はホームページを参照
https://www.city.machida.tokyo.jp/iryo/iryo/kyubyo/

受付時間
･日曜､祝日	 		9:00〜11:30
	 13:00〜16:00
･夜間内科	 18:30〜22:30
･夜間小児科	 18:30〜翌朝5:30
診療科目	 内科・小児科　

川崎市 歯科医師会の歯科診療
詳細はホームページを参照
http://www.kawashi.or.jp/
works/holyday/

その他の問合せ先
川崎市救急医療情報センター　tel 044-739-1919

東京都稲城市
市内の医療機関にて当番制で診療。詳細はホームページを参照
www.city.inagi.tokyo.jp/iza/kyuujitsu/

その他の問合せ先
東京都医療機関・薬局案内サービス
https://www.himawari.metro.tokyo.jp/qq13/qqport/tomintop/

町田市 歯科医師会の歯科診療
町田市歯科医師会休日応急歯科診療所
tel 042-725-2225
診療時間	　	9:00〜12:00
　　　　	13:00〜17:00

近隣自治体の歯科医療体制近隣自治体の総合医療体制

その他の問合せ先
町田市医師会休日・準夜急患こどもクリニック　tel 042-710-0927
準夜診療　18:00〜 21:30
休日診療（日・祝、年末年始）　8:45〜16:30

横浜市青葉区
青葉区休日急患診療所
tel 045-973-2707

診療時間	　		9:00〜 12:00
	　　　　　13:00〜 16:00
診療科目	 内科、小児科

横浜市青葉区の歯科診療
横浜市歯科保健医療センター
tel 045-201-7737
診療時間	 10:00〜16:00
＜夜間診療＞	
診療時間	 19:00〜23:00

休
日
急
患
診
療
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

株
式
会
社 

ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー

横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い
2
‒
2
‒
1

横
浜
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
　
F

T
E
L 

0
4
5
‒
6
5
0
‒
3
1
5
7

代
表
取
締
役
　
加
藤
　
睦19

心療内科 精神科 神経科

あさお 井澤クリニック

■	休診日：日･祝日､木曜､月曜午前
■	夏季休診：8/11(日)〜16(金)

		9:30〜12:30

15:00〜19:00

○
休診

○ ○ ○

○ ○○ ○
9:30〜	
14:00

休診

柿生駅北口前　川崎市麻生区上麻生5-40-1-202

薑044-981-3636
初診の方はお電話で予約をお願いします

14
12
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気の向くままにふらり、
思いがけない楽しみに出合う
そんな旅に出かけませんか

Menu

⃝ 露天風呂付きツイン客室（足湯付き）
  1泊2食付き1名 22,869円～

箱根湯本駅からほど近い「塔ノ
沢一の湯新館」が、7/26に「陽
だまり 一の湯」としてリニュー
アルオープン。塔ノ峰を望む
高台にあり、ぬくもりと心地よ
さを感じられる宿。夕食は米
沢牛と国産豚を味わうしゃぶ
しゃぶを堪能できる。

緑に囲まれた高台の宿が改装オープン

蘂0460-85-5331 
神奈川県足柄下郡箱根町塔之澤54-1

陽だまり 一の湯
箱根町

ホームページ

Menu
⃝ 中学・高校生以上 平日 2,200円
⃝ 小学生 平日 1,200円
※土休日は各料金プラス300円

富士山と芦ノ湖を望み、まるで
箱根の大自然と一体化してい
るかのようなインフィニティー
風呂が楽しめる日帰り温泉。
湖畔からのさわやかな風を感
じながら、心と体を解きほぐし
たい。貸し切り個室やレストラ
ンの利用も可。

絶景温泉で至福のひととき

蘂0460-83-1126 
神奈川県足柄下郡箱根町元箱根139
賚9時〜20時（最終入館19時）
※土休日は8時〜

絶景日帰り温泉 
龍宮殿本館

箱根町

ホームページ

新横浜プリンスホテルでは、8/31㈯までハ
ワイアンフードやスイーツが存分に楽しめる

「ハワイアンブッフェ」を開催中。暑い夏でも
思わず食欲をそそられるダイナミックな肉料
理を中心とした多彩なメニューが魅力で、
ディナーでは注文ごとに焼き上げる国産牛
の鉄板焼きや、現地のプリンスワイキキのメ
ニューを再現した一口ポキ丼も。新横浜に
いながら南国気分を味わえる。

新横浜の「ハワイアンブッフェ」で南国気分

Menu

⃝ ハワイアンブッフェ
　 ランチ 4,500円～
　 ディナー 6,500円～
　 オリジナルカクテル「レアレア」
 1杯 1,400円　

蘂045-471-1115 

（レストラン予約係／受付時間10時〜17時）
横浜市港北区新横浜3-4 2F 賚ランチ11時30分〜15時

（L.O.14時30分）／ディナー17時〜21時30分（L.O.21時）

新横浜プリンスホテル
ブッフェダイニング ケッヘル

新横浜

ホームページ

9/14㈯16時から、小田原三の丸ホールで
初となる本格的なジャズライブ「寺井尚子
カルテット スペシャルジャズライヴ」が開
催される。世界で活躍する、藤沢市出身の
ジャズ・バイオリンのミューズ、寺井尚子
が率いるカルテットが登場。ジャズのスタ
ンダードナンバーや映画音楽「ロッキーの
テーマ」など、幅広い楽曲を届ける。チケ
ットは好評発売中。詳細は公式HＰで。

寺井尚子カルテット スペシャルジャズライヴ

ⒸKatsunari Kawai

In format ion

⃝ 公演チケット（全席指定） 
　 一般 4,500円
　 25歳以下 3,000円
　 18歳以下 1,000円
※未就学児入場不可 

蘂0465-20-4152 

小田原市本町1-7-50
受付時間／9時〜20時 
贊第1・3月曜（祝日の場合は翌平日） 

小田原三の丸ホール 大ホール
小田原

ホームページ

7月でオープン1周年を迎えたコミュニティカ
フェ。木のぬくもりを感じる温かみのある空
間で、アート作品も楽しめ、観光客から地元
の人まで多くの人が集う。昔ながらの硬め食
感で味わい深い「ほろ苦レトロプリン」は絶品。

仙石原すすき草原を望むアートカフェ

Menu
⃝ 仙石原茶屋ブレンド 660円
⃝ ほろ苦レトロプリン 720円
⃝ 自家製梅ジュース 660円

蘂0460-83-8692 
神奈川県足柄下郡箱根町仙石原1246-122
賚11時〜18時
贊不定休（SNSカレンダー参照）

仙石原茶屋
箱根町

Instagram
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愛
し
の
大
衆
食
堂

ミ
ス
モ
リ
ッ
シ
ュ
発
行
人  

中
村 

和
広

　

私
は
大
衆
食
堂
が
大
好
き
で
あ
る
。
と

言
う
よ
り
も
、
愛
し
く
て
た
ま
ら
な
い
。

　

か
つ
て
、
日
本
中
の
町
に
は
、
た
く
さ

ん
の
大
衆
食
堂
が
存
在
し
た
。
特
に
地
方

都
市
の
駅
前
に
は「
駅
前
食
堂
」と
呼
ば
れ

る
大
衆
食
堂
が
必
ず
あ
り
、
そ
の
町
の
住

民
だ
け
で
な
く
、
鉄
道
を
利
用
す
る
観
光

客
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
な
ど
に
も
欠
か
せ
な

い
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
駅
前
食
堂
の

姿
は
昭
和
の
映
画
に
も
た
び
た
び
登
場
し

て
い
る
。

　

野
村
芳
太
郎
監
督
の
映
画「
砂
の
器
」

（
１
９
７
４
年
公
開
）に
出
て
く
る
駅
前
食

堂
も
そ
の
ひ
と
つ
だ
。
映
画
の
前
半
で
刑

事
役
の
丹
波
哲
郎
と
森
田
健
作
が
秋
田
県

の
羽
越
本
線
に
あ
る
羽
後
亀
田
駅
に
降
り

立
ち
、「
め
し
ど
う
し
ま
す
か
？
」「
あ
そ
こ

に
し
よ
う
」と
駅
前
に
あ
っ
た
大
衆
食
堂

に
入
り
、
丼
を
か
き
こ
む
シ
ー
ン
が
あ
る
。

暑
い
夏
の
日
の
大
衆
食
堂
の
情
景
が
印
象

的
で
、
私
も
こ
の
食
堂
で
是
非
か
つ
丼
で

も
食
べ
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
残
念
な

が
ら
廃
業
し
て
し
ま
い
、
そ
の
望
み
は
叶

わ
ぬ
ま
ま
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

駅
前
食
堂
な
ど
大
衆
食
堂
は
、
昭
和
の

高
度
経
済
成
長
期
の
頃
ま
で
が
全
盛
期
で
、

そ
の
後
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
や
フ
ァ

ス
ト
フ
ー
ド
店
を
始
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス

タ
イ
ル
の
外
食
店
の
台
頭
や
地
方
都
市
の

過
疎
化
な
ど
が
原
因
で
急
速
に
そ
の
数
を

減
ら
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
令
和
の
時
代

に
な
っ
た
今
で
も
健
気
に
頑
張
っ
て
い
る
大

衆
食
堂
が
あ
る
。

　

兵
庫
県
姫
路
市
の
網あ

干ぼ
し

と
い
う
町
を
訪

れ
た
際
に
、「
こ
と
ぶ
き
食
堂
」と
い
う
な

ん
と
も
縁
起
の
よ
さ
そ
う
な
、
か
つ
ど
こ

に
で
も
あ
り
そ
う
な
名
前
の
大
衆
食
堂
が

あ
っ
た
。

　

山
陽
電
鉄
網
干
線
の
終
点
、
山
陽
網
干

駅
を
降
り
る
と
、
懐
か
し
い
昭
和
の
雰
囲

気
が
残
る
町
並
み
が
続
い
て
い
た
。
し
ば
ら

く
歩
く
と
大
き
な
看
板
を
掲
げ
た
木
造
の

店
が
目
に
入
っ
た
。
看
板
に
は
中
央
に
大
き

く「
め
し
」と
書
か
れ
て
お
り
、「
め
し
」の
文

字
の
左
側
に「
大
衆
」、
右
側
に「
食
堂
」と

あ
り
、
そ
の
下
に「
こ
と
ぶ
き
食
堂
」と
書
か

れ
て
い
た
。
さ
ら
に
正
面
２
階
の
窓
の
上
に

も「
こ
と
ぶ
き
」と
一
文
字
ず
つ
の
行あ
ん

燈ど
ん

型
の

大
き
な
看
板
が
あ
っ
た（
こ
ち
ら
の
方
が
古

そ
う
だ
っ
た
）。
そ
し
て
、
月
桂
冠
の
ス
ポ

ン
サ
ー
名
が
入
っ
た「
こ
と
ぶ
き
食
堂
」と
書

か
れ
た
縦
型
の
行
燈
看
板
も
あ
る
。「
こ
れ

ぞ
正
し
い
大
衆
食
堂
の
店
構
え
だ
、
よ
し

入
ろ
う
！
」と
勇
ん
だ
も
の
の
、「
い
や
、
で

も
何
か
足
り
な
い
」と
足
が
止
ま
っ
た
。

　

そ
れ
は
す
ぐ
に
わ
か
っ
た
。
大
衆
食
堂

の
必
須
ア
イ
テ
ム
の
一
つ
で
あ
る「
暖の

簾れ
ん

」

が
架
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。
と
い
う

こ
と
は
、
ま
だ
営
業
時
間
で
は
な
い
の

か
？
と
不
安
に
な
っ
た
が
、
店
の
中
に
人

が
い
る
気
配
を
感
じ
た
の
で
、
お
そ
る
お

そ
る
扉
を
開
け
て「
や
っ
て
い
ま
す
か
？
」

と
声
を
か
け
て
み
た
。
す
る
と
店
の
奥
に

い
た
女
性
が
、
明
る
い
声
で「
や
っ
て
ま
す

よ
ー
」と
即
答
し
て
く
れ
た
。
女
性
の
隣

に
は
穏
や
か
そ
う
な
年
配
の
男
性
も
い
て
、

ど
う
や
ら
夫
婦
で
切
り
盛
り
し
て
い
る
よ

う
だ
っ
た
。
私
は
安あ
ん

堵ど

し
、
そ
の
ま
ま
店

の
中
に
入
っ
た
。
店
内
を
見
渡
す
と
店
の

外
観
以
上
に
昭
和
な
雰
囲
気
満
点
で
、
壁

に
は「
め
し
」「
中
華
そ
ば
」「
親
子
丼
」「
う
ど

ん
」な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
が
た
く
さ
ん
貼
ら
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
ガ
ラ
ス
の
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
の
中
に
は
、
い
わ
し
や
さ
ば
の
煮
つ
け
、

ジ
ャ
コ
お
ろ
し
、
オ
ク
ラ
な
ど
の
小
皿
が

た
く
さ
ん
並
ん
で
い
る
。

　
「
お
お
、
こ
れ
ぞ
大
衆
食
堂
！
」と
に
わ

か
に
幸
福
物
質
の
ド
ー
パ
ミ
ン
が
脳
内
に

充
満
し
て
く
る
の
を
感
じ
た
。
た
か
が
大

衆
食
堂
に
入
っ
た
だ
け
で
こ
れ
ほ
ど
興
奮

す
る
の
も
お
恥
ず
か
し
い
限
り
だ
が
、
つ

ま
り
愛
お
し
く
て
た
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
食
堂
の
ド
ー
パ
ミ
ン
分

泌
因
子
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
店
の

入
り
口
近
く
に
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
大
き
な
長

方
体
の
な
に
か
が
置
か
れ
て
い
る
の
に
気
が

つ
い
た
の
だ
が
、
そ
の
上
に
置
か
れ
た
蓋ふ
た

の

隙
間
か
ら
湯
気
が
出
て
い
る
で
は
な
い
か
。

す
ぐ
そ
ば
に
貼
り
紙
が
あ
り「
タ
マ
ゴ
60
エ

ン
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
60
エ
ン
、
大
根
80
エ
ン
、

ア
ツ
ア
ゲ
80
エ
ン
‥
‥
」と
あ
っ
た
。
な
ん

と
そ
れ
は
お
で
ん
鍋
で
あ
っ
た
。

　
「
う
ー
む
、
一
体
何
を
食
べ
た
ら
い
い
と

い
う
の
だ
？
」

　

注
文
に
悩
む
と
い
う
よ
り
途
方
に
暮
れ

て
い
た
私
を
に
こ
や
か
に
眺
め
て
い
た
主

人
が
声
を
か
け
て
き
た
。

　
「
お
決
ま
り
に
な
り
ま
し
た
か
？
」

　
「
な
に
に
し
よ
う
か
迷
っ
て
し
ま
っ
て
。

オ
ス
ス
メ
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？
」

　
「
そ
う
だ
ね
ぇ
、中
華
そ
ば
は
お
い
し
い
よ
」

な
る
ほ
ど
、
大
衆
食
堂
の
王
道
で
は
な
い

か
。
私
は
素
直
に
主
人
が
勧
め
る「
中
華

そ
ば
４
５
０
円
」を
注
文
し
、
さ
ら
に
お

で
ん
の
大
根
、
タ
マ
ゴ
、
ス
ジ
肉
を
頼
ん

だ
。
そ
し
て
、
や
は
り
ガ
ラ
ス
の
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
が
あ
る
か
ら
に
は
こ
ち
ら
か
ら

も
と
、「
シ
タ
シ（
ほ
う
れ
ん
草
の
お
ひ
た

し
）１
１
０
円
」を
追
加
し
た
。「
ア
チ
ャ
ラ 

１
６
０
円
」と
い
う
小
皿
も
気
に
な
っ
た

が
、
そ
れ
は
や
め
た（
後
に
な
っ
て
食
べ
て

お
け
ば
よ
か
っ
た
と
後
悔
し
た
が
）。

　

中
華
そ
ば
も
お
で
ん
も
小
皿
も
み
な
お

い
し
か
っ
た
。
グ
ル
メ
本
の
記
事
で
は
な

い
の
で
味
の
う
ん
ち
く
は
避
け
る
が
、
要

す
る
に
泣
け
る
味
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

な
に
よ
り
幸
福
物
質
の
ド
ー
パ
ミ
ン
が
ス

パ
イ
ス
や
隠
し
味
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は

間
違
い
な
か
っ
た
。

　
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
。
と
て
も
お
い

し
か
っ
た
で
す
！
」

　
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

　

大
満
足
し
て
店
を
出
た
ら
、
い
つ
の
間

に
か
暖
簾
が
架
か
っ
て
い
た
。
紺
色
の
暖

簾
に
は
白
字
で
堂
々
と「
大
衆
食
堂
」と
書

か
れ
て
い
た
。
う
ん
、
や
は
り
こ
の
店
は

正
し
い
大
衆
食
堂
で
あ
る
。

�

※
文
中
の
メ
ニ
ュ
ー
や
値
段
は
当
時
の
も
の
で
す
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友
情
と
い
う
も
の
は
あ
り
が
た
い
。

留
学
中
に
寮
の
隣
同
士
だ
っ
た
マ
リ
・

ク
レ
ー
ル
と
は
今
年
で
四
十
年
に
な

る
。
彼
女
が
日
本
に
来
た
り
、
私
が

フ
ラ
ン
ス
に
行
っ
た
り
で
、
二
人
が

四
十
年
目
を
迎
え
た
の
は
広
島
だ
っ

た
。
な
ぜ
広
島
な
の
か
。
話
は
数
年

前
に
さ
か
の
ぼ
る
。

　

マ
リ
・
ク
レ
ー
ル
の
一
家
は
仲
が

良
い
。
夫
婦
と
子
供
三
人
で
年
末
を

日
本
で
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
。
東

京
で
再
会
し
た
後
は
、
鎌
倉
を
案
内

す
る
。
問
題
は
、
私
が
極
端
に
方
向

音
痴
な
こ
と
。
当
時
、
助
手
と
し
て

働
い
て
く
れ
て
い
た
オ
リ
エ
ち
ゃ
ん

に
ツ
ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
を
頼
ん
だ
。

　

鎌
倉
を
歩
き
な
が
ら
、
私
に
は
気

に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
ア
ン
ブ
ロ

ワ
ー
ズ
と
い
う
の
は
マ
リ
・
ク
レ
ー

ル
の
長
男
だ
が
、
彼
は
気
づ
く
と
オ

リ
エ
ち
ゃ
ん
の
隣
に
い
る
。
オ
リ
エ

ち
ゃ
ん
は
ア
ニ
メ
か
ら
抜
け
出
て
き

た
よ
う
な
小
柄
な
人
で
あ
る
。
そ
し

て
ア
ン
ブ
ロ
ワ
ー
ズ
は
ア
ニ
メ
オ
タ

ク
だ
っ
た
。

　

一
家
が
自
由
行
動
の
日
、
オ
リ
エ

ち
ゃ
ん
が
ア
ン
ブ
ロ
ワ
ー
ズ
を
オ
タ

ク
の
聖
地
、
中
野
に
連
れ
て
行
っ
た

と
聞
い
て
も
、
私
は
驚
か
な
か
っ
た
。

二
人
は
一
家
が
日
本
を
離
れ
る
前
に

も
う
一
度
会
っ
た
は
ず
だ
。
そ
の
後

は
ス
カ
イ
プ
で
盛
り
上
が
り
、
オ
リ

エ
ち
ゃ
ん
が
フ
ラ
ン
ス
に
飛
ん
だ
時

に
は
、
さ
す
が
の
私
も
驚
い
た
。

　

遠
距
離
恋
愛
も
、
昔
に
比
べ
れ
ば

や
り
や
す
く
な
っ
た
。
お
ま
け
に
ア

ン
ブ
ロ
ワ
ー
ズ
は
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ

ニ
ア
で
、
場
所
を
選
ば
ず
働
く
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
彼
が

福
岡
に
職
場
を
移
し
た
の
は
予
想
外

だ
っ
た
。
オ
リ
エ
ち
ゃ
ん
の
ほ
う
は
、

う
ち
で
働
き
な
が
ら
教
員
免
許
を
取

り
、
故
郷
の
広
島
で
英
語
の
教
師
に

な
っ
て
い
た
。
こ
れ
で
二
人
は
遠
距

離
か
ら
中
距
離
恋
愛
に
移
行
し
た
。

　

程
な
く
ア
ン
ブ
ロ
ワ
ー
ズ
は
も
う

一
回
転
勤
し
て
、
め
で
た
く
広
島
の

人
と
な
っ
た
。
そ
し
て
結
婚
。
市
街

を
離
れ
た
一
軒
家
で
暮
ら
し
始
め
た
。

二
人
で
教
室
に
通
い
、
味
噌
や
梅
干

し
を
手
作
り
す
る
と
い
う
堅
実
な
暮

ら
し
ぶ
り
で
あ
る
。
ア
ン
ブ
ロ
ワ
ー

ズ
の
日
本
語
は
め
き
め
き
上
達
し
、

近
所
の
青
年
団
の
班
長
に
な
っ
た
。

　

子
供
の
よ
う
に
小
柄
な
オ
リ
エ

ち
ゃ
ん
に
も
赤
ち
ゃ
ん
が
で
き
た
。

春
に
生
ま
れ
た
そ
の
女
の
子
に
は
、

虹
の
女
神
を
意
味
す
る
イ
リ
ス
と
い

う
名
前
が
付
い
た
。

　

こ
う
い
う
時
、
マ
リ
・
ク
レ
ー
ル

は
一
家
で
行
動
を
す
る
。
初
孫
に
会

う
た
め
の
日
本
の
旅
に
私
も
便
乗
さ

せ
て
も
ら
っ
て
、
関
係
者
全
員
が
広

島
に
集
結
し
た
。
主
人
公
は
も
ち
ろ

ん
イ
リ
ス
で
あ
る
。
マ
リ
・
ク
レ
ー

ル
に
目
元
が
似
て
、
明
ら
か
に
父
方

の
顔
で
あ
る
こ
と
を
オ
リ
エ
ち
ゃ
ん

は
喜
ん
だ
。
彼
女
が
赤
ち
ゃ
ん
の
時

は
、「
宮
沢
喜
一
元
首
相
に
そ
っ
く
り
」

だ
っ
た
そ
う
で
、
長
年
の
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
を
自
分
の
娘
で
解
消
し
た
こ
と

に
な
る
。

広
島
の
イ
リ
ス

 
ア
ン
ナ
こ
ん
な
記 

　

マ
リ
・
ク
レ
ー
ル
の
見
事
な
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
ぶ
り
に
は
驚
か
さ
れ
た
。

ど
ん
な
に「
ギ
ャ
ン
泣
き
」し
て
い
て

も
、
イ
リ
ス
は
彼
女
に
抱
か
れ
て
あ

や
さ
れ
る
と
お
と
な
し
く
な
っ
て
し

ま
う
。

　
「
私
は
手
足
の
生
え
た
枕
み
た
い
な

も
の
ね
」

　

マ
リ
・
ク
レ
ー
ル
は
う
ま
い
こ
と

を
言
う
。
研
究
職
を
続
け
な
が
ら
三

人
の
子
育
て
を
し
た
歴
史
を
、
垣
間

見
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

み
ん
な
の
広
島
が
一
枚
の
写
真
に

な
っ
た
。
イ
リ
ス
の
お
宮
参
り
の
集

合
写
真
で
あ
る
。
マ
リ
・
ク
レ
ー
ル

は
オ
リ
エ
ち
ゃ
ん
の
母
に
着
せ
て
も

ら
っ
た
着
物
が
、
日
本
人
よ
り
似
合
っ

て
い
る
。
私
は
タ
イ
ト
な
ワ
ン
ピ
ー

ス
に
羽
織
で
ご
ま
か
し
た
。
こ
の
日

の
こ
と
を
懐
か
し
く
語
り
合
う
日
が

や
が
て
来
る
だ
ろ
う
。
友
情
の
大
木

に
、
花
が
一
輪
咲
い
た
。

21

荻
野
ア
ン
ナ

おぎの あんな

1956年、神奈川県生まれ。小説家、慶應
義塾大学文学部教授。『背負い水』で芥
川賞（91年）、『ホラ吹きアンリの冒険』で
読売文学賞（2002年）、『蟹と彼と私』で
伊藤整文学賞（08年）を受賞。『ラブレー
で元気になる』、『殴る女』、『カシス川』ほ
か著書多数。4月から神奈川近代文学館
館長を務める。

約90の専門店が集う商業施設
子どもから大人まで楽しめるファッションや雑貨、
レストランなど多彩なジャンルの専門店が集う「新
百合ヶ丘エルミロード」。専門店で利用できるギフ
トカードをプレゼント。

蘂044-965-3111　
https://www.odakyu-sc.com/l-mylord/

新百合ヶ丘エルミロード 

新百合ヶ丘エルミロード
専門店ギフトカード（１万円分）A

3名
様

今年3月オープン、癒しの温浴施設
小学生以上を対象にした、心地よい時間を楽しめ
る日帰り温浴施設。竹林に囲まれた露天風呂や地
域最大級の高濃度炭酸泉、サウナや岩盤浴のほか、
和風ダイニングもあり、1日ゆっくり満喫できる。

蘂045-961-2626
https://www.yurakirari.com/aoba/

喜楽里別邸　横浜青葉店

入館招待券B

10名
様

5組

応募方法

【 宛先 】
● ハガキ
〒215-0017 川崎市麻生区王禅寺西3-12-10 佐熊ビル3F　

「ミスモリッシュ夏号プレゼント」係
● 二次元コードからのご応募はこちら ➡ 

【 締切 】 2024年8月30日（金）（消印有効）
当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。
※ミスモリッシュの読者プレゼントにご応募いただいた個人情報はプレゼントの発送および個
人を特定しない統計的資料作成に利用するほか、賞品を協賛企業等から直送する場合、必要
な情報を協賛企業等に開示することになりますのでご了承ください。
※プレゼントの応募は希望商品1点につき1通とさせていただきます。お一人で2点以上
応募の場合は、それぞれ別々に応募してください。

【 応募方法 】 
アンケートの回答・希望賞品・住所・氏名・年齢・職業・電話番号を明記して、下記
までご応募ください。

【 アンケート 】
❶  本号で面白かった記事（広告含む）とその感想をお聞かせください。
❷   今後取り上げてほしいテーマがありましたら教えてください。
 ❸  ミスモリッシュのような紙媒体の魅力や良さをお書きください。
 ❹   本号に対するご意見、ご感想を教えてください。 
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役立つ情報いろいろ RICHE Square

 

「花景の湯」で旅行気分
ビューティー・リラックス

HANA・BIYORI内にオープンした天
然温泉を有する日帰り温浴施設「花景
の湯」。標高約100mの「眺望温泉風
呂」からは都心を一望できる。館内に
は和食レストラン「美食ノ極」も。 
よみうりランド眺望温泉 花

か
景
けい

の湯
ゆ

 
蘂044-966-1126 
稲城市矢野口4015-1（HANA・BIYORI内）
https://www.yomiuriland.com/hanabiyori/
kakeinoyu/

新「天安」で本格中華を
グルメ

本格的な中国料理を楽しめる天安が
8/8㈭、「よみうりランド丘の湯」があっ
た場所に移転してリニューアルオープ
ン。8/30㈮までの平日、リニューア
ルオープン記念のランチメニューも。
中国新派料理 天安 
蘂044-955-7879 
稲城市矢野口3302-8 賚11時～15時（L.O.14時
30分）、17時～21時30分（L.O.21時） 贊不定休
https://www.tenan.jp/index.php

強羅の風物詩「大文字焼」
イベント

8/16㈮19時30分～20時10分、箱根三
大祭りの一つ「箱根強羅温泉大文字焼」
が開催。山肌に浮かび上がる「大」の火文
字を彩るように、約2,000発の花火が打
ち上げられる。荒天時は8/18㈰に延期。
箱根強羅観光協会 
蘂0460-82-2300
https://goura-kanko.jp/

夏詣で半年の感謝と祈りを
イベント

初詣から半年の無事を感謝し、これか
ら半年の平穏を願う「夏詣」を8/31㈯
まで実施。期間中は茅の輪くぐりもで
きる。宮司が挿絵を描いた「夏詣バー
ジョン」の特別御朱印も用意。
武州柿生 琴平神社 
蘂044-988-0045 
川崎市麻生区王禅寺東5-46-15 
https://www.kotohirajinja.com

和洋中のランチビュッフェ
グルメ

宿泊客以外も利用できるランチビュッ
フェには、山海丼やローストビーフサ
ンドなど和洋中の料理約60種が並ぶ。
アルコールを含むドリンクも飲み放題。
ホテル内はキャッシュレス決済のみ。
箱根ホテル小涌園 
蘂0460-82-4111 
神奈川県足柄下郡箱根町二ノ平1297
賚ランチ11時～14時30分（予約不要）
https://www.hakone-hotelkowakien.jp/

スパイスカレーで元気に
グルメ

「まんじゅう屋・菜の花」の3階にオープ
ンしたカレー屋。地元の食材やこだわ
りの肉を厳選したスパイスでじっくり
煮込んだ一品は、暑い夏にぴったり。
お米は御殿場のコシヒカリを使用。
カレー屋さる彦 
蘂0460-85-7737 
神奈川県足柄下郡箱根町湯本705  3F 
賚11時～16時 贊不定休

伝統の味と季節の味覚を
グルメ

小田原漁港から仕入れる鮮度抜群の魚
介を使った刺し身や寿司、特製ゴマ油
で揚げた天ぷらが絶品。8月初旬～10
月末限定で食べられる、相模湾沖であ
がる新鮮な伊勢エビもぜひ試したい。
国指定登録有形文化財 のれんと味 だるま料理店 
蘂0465-22-4128 
神奈川県小田原市本町2-1-30 
賚11時～21時（L.O.20時） 贊水曜 猾あり
https://darumanet.com/

い
ざ
と
い
う
と
き
に
困
ら
な
い
、
慌
て
な
い
た
め
に

ホームページ

　
葬
儀
で
決
め
る
べ
き
こ
と
は
大
き
く
3
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。「
宗

旨
・
宗
派
」「
会
葬
者（
人
数
）」「
葬
儀
内
容
」で
す
。
宗
派
や
葬
儀
の
規

模
に
よ
っ
て
、
葬
儀
内
容
や
必
要
な
も
の
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

大
成
祭
典
で
は
、
こ
れ
ら
の
項
目
を
葬
祭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
相
談
し
な

が
ら
検
討
し
、
決
め
て
い
き
ま
す
。
最
近
で
は
ご
本
人
や
ご
家
族
の
希

望
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
事
前
相
談
を
し
て
葬
儀
プ
ラ
ン
を
決
め
る
方

も
多
い
で
す
。

　
ま
た
、
事
前
相
談
を
す
れ
ば
前
も
っ
て
か
か
る
お
金
を
具
体
的
に
想

定
で
き
る
の
で
、
費
用
へ
の
不
安
を
解
消
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
事
前
相

談
・
見
積
も
り
を
無
料
で
承
り
ま
す
。
大
成
祭
典
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

90余年の実績があり、一級葬祭ディ
レクターが多く在籍。安置室やご家族
の仮眠室など施設の充実はもちろん、
ご家族の想い、時代のニーズを汲み
取ったサービスでご希望の葬儀を実
現できる貸し切り家族葬式場です。

⃝

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
全
員
が
丁
寧
に
落
ち

着
い
た
様
子
で
家
族
全
員
に
気
配
り
を
し

て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。
葬
儀
場
も
き
れ
い

で
、
こ
じ
ん
ま
り
し
た
雰
囲
気
で
と
て
も

良
か
っ
た
で
す
。
私
ど
も
の
意
見
を
尊
重

し
、
丁
寧
に
ご
対
応
し
て
く
だ
さ
り
ま
し

た
。
手
の
合
わ
せ
方
、
葬
儀
場
・
火
葬
場

で
の
立
ち
居
振
る
舞
い
を
耳
元
で
そ
っ
と

教
え
て
く
だ
さ
る
な
ど
の
ご
配
慮
が
と
て

も
良
か
っ
た
で
す
。

利
用
者
の
声

蘂0120-115-542　
川崎市麻生区古沢62-4 
賚24時間電話受付 
贊無休 Ⓟあり
小田急線新百合ヶ丘駅から徒歩8分　

大成祭典 セレモニーホール大成 新百合ヶ丘

新百合ヶ丘駅

至町
田

麻生警察署前

古沢

新百合ヶ丘総合病院

葬
儀
の
準
備
を
し
た
い
の
で
す
が
、

初
め
て
の
こ
と
が
多
く
て
不
安
で
す
。

葬
儀
の
プ
ロ
に
聞
く
！

葬
儀
の
た
め
に
今
か
ら
で
き
る
こ
と
、

知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
を
終
活
の
プ
ロ
が
答
え
ま
す
。

QA
終活コラム

来年、新学部新学科を開設
スクール

2025年4月から「空間デザイン学部空
間デザイン学科」（入学定員70人）を開
設。空間デザインに関わる幅広い分野
で活躍できる人材を育成する。加えて、
共創文化・観光文化学部も設置予定。
駒沢女子大学 
蘂042-350-7110（入試センター） 
稲城市坂浜238 
https://www.komajo.ac.jp/



本誌掲載の情報は2024年7月現在のものです。本誌に掲載の価格は税込価格です。
料金は変更される場合がございますので、店舗に確認の上、ご利用ください。
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